









































る。キケロは、弁論には「万般にわたる広範な知識が獲得されなければならない（Est enim et scientia 









































































で、力強く、気宇壮大な学問だ（Quare liberalia studia dicta sint, vides; quia homine libero digna sunt. 









































セネカは、学術を 4 つに分けるポセイドニオスの分類を紹介する（Quattuor ait esse artium Poseidonius 
genera）。世俗的な（volgares et sordidae）学術、楽しみのための （ludicrae）学術、子供のための（pueriles）








































ではないのだから（cum sapientia non sit in litteris）」、学識をもたなくても知恵ある賢者になれるとす
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4 ハスキンズ（2009） pp.59-74; Kimball（1986） pp.13-29.
5 キケロ『発想論』1.35. 
暮らしぶりについては、どの家で、どうやって、誰の管理の下に教育されたか、初等教育ではどの教師につ


































10 注 7 に引用したアリストテレス『政治学』1337b15で「厳密さを求めて過度に本気で取り組めば、述べられた
害を被りやすい」（瀬口昌久訳）とされているのも、セネカの指摘と通ずるものがある。














たっては、翻訳者を注記した。書簡 88 以外のギリシア・ラテン原典引用は Perseus Digital Library（http://
www.perseus.tufts.edu/hopper/）所収のものを利用した。
